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論文題目

The prognostic impact of a concentric left ventricular structure evaluated by 

transthoracic echocard.iography in patients with acute decompensated heart failure: 

a retrospective study 

儘胸壁心臓超音波検査で評価した求心性左室構造の

急性非代償性心不全患者における予後予測能：後方視的研究）
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左 1心 1室 1圧 1負 1荷 1に 1対 1す 1る 1代 1償 1機 1構 Iと 1し 1て 1、 I左

心 I室壁は左室内腔に比べて相対的に厚くなIる

゜
これを 左 心 室求 心 性構造 (concen ric I lef 

str ctu・e と呼ぶ 。 左心室求心性構造Iは

代償機構だが 高血圧患者における心血管

系 I有 1害 1事 1象 Iに 1関 |ゎ |る |と 1さ 1れ |る |。 1我 1々 |は |、 1経 1胸

壁心臓超音波検査で評価した求心性左心室構

造の急性非代償性心不全患者における予後予

測 1能 1を 1検 If寸|し |た |。 | l I I 
方 Ir:去I: -・eo14i年 |5I月 |か |ら E0161年 I101月 |、 I豊 1見 1城l中 1央 1病
院循環器内科に N w Y rk ear As oci tio Cl ss 分類 m ま

たは IV の急性非代償性心不全で入院した連続

4261｛列 1の |ぅ |ち |、 I心 I朦tI超 1音 1波 1検 1査 1を 1含 1む 1臨 1床 |デ |

タが得られた 385症 例を対 象とした 。 さらに中

等度以上の大動脈弁狭窄症 大動脈弁閉鎖不

全症 僧帽弁閉鎖不全症などの弁膜症例を除

いた非弁膜症性心不全患者 344例を非弁膜症性

心不全群として追加解析した 。 経胸壁心臓超

音 1波 1検 1査 |に |ょ |り 1算 1出 IしItこ1相 1対 1的 1壁 1厚 | (|RIVTI 

el tiv wall t ickn ss) と左 心 室容積 ／ 左心室拡I張 1末 1期
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容 I量：I(I LY1(_LYEeY:lFft rentticu~ar 州ass{ left vintrjcu14r e1d-d~ast9le 

oluhie)Iを1中1央 1値 |て|2I群 Iに1分 ！け |た |。 1総 1死 I亡iに1対 iす

る1生l存 1曲l線 lを ド叫と ILV!/LV!DV Iの|2I群Iて1比1較 |し|、I単

変母および GWG 心不全スコア (Get Wit Th Gu del nes 

Score -~ ) Iて1調 1整 |し|た |CoxI比1例 |ハ |サ |- |ド|モ |デ |ル |で1高

R町 と高 LV/LY DV のハザ ド比 (HR) を計算した 。

結果 フォロ ァップ中央値 235日間で 95人の

症例が死亡した 。 高 RWT群は低 RIYT群に比べて I総

死 I 亡 I か I 多 | か | っ | た | (Lgg-r~nk tjest, I P =I 0. oe9) I。 |CoxI比 I例 Iハ Iザ

トIモ IデI/レIて1嵩h叫はl心 l臓 I血 1管 |ィ |へ |ン |卜|を |予l惧Ij
す |る |リ|ス |ク |で |ぁ |っ |た | ( I 単 1 変 1 量 ~R ii-72 1[9吋信1頼 1区1間

1. ~4-2J61J Jr =lo. o~; I調 1整 IHR j1. 9~ [ 1. Es-2[ 97]1 p =I 0. oe2)|。|- |方

裔 L1/LV DVと低 Ld/LV DV で総死亡の割合に差はな

かった (L g-r nk est, P 0. 2) 。 非弁膜症性心不全

群 IてIも1、1高ド叫群 1は 1低ド叫群 lに1比 lへ1総 I死l亡l力;I多 I< 

Cox! J::t I｛ダ,jIノ‘ |ザ |- |ド|モ |テ:I }レ Iで 1も1有1意 1なIリIス 1クIて

ぁIっIた I(I単 1変量lHRI1 6] ［l l05-2l58]| P ] oo[, 1調 1整 IHR 11. 9 

|。 1-1方 |、1高 I叶/LV和1と1低 I直1/LV!DVIて

総死 亡 の割合に差はなかった P 0. 2) 。

結論 左心室求心性構造は、 急性非代償性心
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不 I全 I患 I者 Iで i予 I後 I不 I良 Iとi関 I連 IすIる Io 
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